
文化芸術交流事業に必要な経費
市民青少年交流事業費

1. 人物交流事業費
⑴ 中学高校教員交流（招へい）
⑵ 市民青少年交流（指導者交流）
⑶ アジア青年文化奨学金（中等教育プログラム）（AC）
⑷ 開高健記念アジア作家招へい（AC）
⑸ 文化交流企画運営補助ボランティア

2. 催し等事業費
⑴ 市民青少年交流（主催）
⑵ 市民青少年交流（主催）（中東）
⑶ 市民青少年交流（助成）
⑷ 市民青少年交流（助成）（AC）
⑸ 市民青少年交流（助成）（中東）
⑹ 異文化理解ワークショップ（中東）
⑺ 異文化理解ワークショップ（AC）
⑻ 異文化理解ワークショップ



１．人物交流事業費 (1)中学高校教員交流（招へい）

諸外国の中学校・高校レベルでの日本理解を促進するため、中学・高校の社会科教員または中等レベルの教育行政に携わっ
ている者をグループで招へいし、研修・視察の機会を提供する。

合計額 156,560,524円

グループ名 国 人数 期間 事業内容

１ 中高教員グルー
プ（第1）

インドネシア
シンガポール
フィリピン
マレーシア
カナダ
キプロス
ギリシャ
アラブ首長国
連邦
イラク
オマーン
カタール
バーレーン
エジプト
スーダン
エチオピア
ガーナ
カメルーン
ケニア

５
３
５
５
５
３
２
３

３
２
３
１
５
３
３
３
３
３

05.06.22～
05.07.05

各国の青少年教育指導者の日本の教育・文化に関する理解を
促進し、自国の青少年の日本理解促進につなげるため、世界
各国の中等教育に携わる教員（主として社会科、国際理解教
育）等をグループで招へいし、わが国の教育、文化、社会等
の実情を視察し、関係者との意見交換の機会を提供

２ 中高教員グルー
プ（第2）

エルサルバド
ル
キューバ
グアテマラ
コスタリカ
メキシコ
アルゼンチン
ウルグアイ
エクアドル
ブラジル
アゼルバイ
ジャン
アルメニア
ウズベキスタ
ン
カザフスタン
キルギス
グルジア
タジキスタン
ロシア
アルジェリア
アンゴラ
ウガンダ

３

３
３
３
５
３
３
３
５
３

３
３

３
１
１
３
５
２
３
３

05.09.21～
05.10.04

各国の青少年教育指導者の日本の教育・文化に関する理解を
促進し、自国の青少年の日本理解促進につなげるため、世界
各国の中等教育に携わる教員（主として社会科、国際理解教
育）等をグループで招へいし、わが国の教育、文化、社会等
の実情を視察し、関係者との意見交換の機会を提供
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グループ名 国 人数 期間 事業内容

３ 中高教員グルー
プ（第3）

カンボジア
タイ
インド
スリランカ
オーストラリ
ア
トンガ
ニュージーラ
ンド
アイスランド
アイルランド
イタリア
英国
オーストリア
オランダ
ドイツ
フランス
スロベニア
ハンガリー

３
５
５
３
５

３
３

２
３
５
５
３
３
５
５
３
５

05.11.16～
05.11.29

各国の青少年教育指導者の日本の教育・文化に関する理解を
促進し、自国の青少年の日本理解促進につなげるため、世界
各国の中等教育に携わる教員（主として社会科、国際理解教
育）等をグループで招へいし、わが国の教育、文化、社会等
の実情を視察し、関係者との意見交換の機会を提供

４ 中高教員グルー
プ（韓国）

韓国 26 05.10.05～
05.10.18

各国の青少年教育指導者の日本の教育・文化に関する理解を
促進し、自国の青少年の日本理解促進につなげるため、世界
各国の中等教育に携わる教員（主として社会科、国際理解教
育）等をグループで招へいし、わが国の教育、文化、社会等
の実情を視察し、関係者との意見交換の機会を提供

５ 韓国派遣日本教
員事前研修

日本 20 05.10.25～
05.11.09

韓国国際交流財団との相互交流プログラムの一環として、日
本の中学・高校の社会科教員の韓国研修の渡航前オリエン
テーションを実施

１．人物交流事業費 (2)市民青少年交流（指導者交流）

市民青少年交流分野で指導的立場にある内外の専門家を少人数のグループで派遣または招へいし、調査・視察・意見交換
等により関係者間のネットワーク形成と、同分野の新たな交流を促進する。

合計額 9,993,883円

事業名 国 都市 会場 期間 事業内容

１ インド・ブー
タンまちづく
りグループ

（派遣）

インド

ブータン

アーメダー
バード
チェンナイ
デリー
ニューデ
リー
ポンディ
シェリ
ティンプー
パロ
プナカ

05.12.25～
06.01.09

平成16年度に実施したインド・ブータンま
ちづくり専門家グループ招へいのフォロー
アップとして、日本においてさまざまな分
野でコミュニティ活性化とにぎわいづくり
に取り組むまちづくり専門家をグループで
派遣し、関係者との意見交換と現場視察、
セミナー等への参加を実施
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事業名 国 都市 会場 期間 事業内容

２ EUまちづく
りグループ
(派遣)

スペイン バルセロナ 06.03.23～
06.03.28

平成16年度に実施したEUまちづくり専門
家グループ招へいのフォローアップとし
て、日本において市民主導のまちづくりと
コミュニティ活性化に取り組む専門家をグ
ループで派遣し、関係者との意見交換と現
場視察、セミナー等への参加を実施

１．人物交流事業費 (3)アジア青年文化奨学金（中等教育プログラム）（AC）

アジア域内の将来を担う人材育成を促進するため、アジア各国と日本の高校生の交換留学事業を行なう。
合計額 13,498,995円

事業名 国 人数 期間 事業内容

１ アジア青年文化
奨学金（中等教
育プログラム）

（AC）招へい

韓国
インドネシア
タイ
フィリピン
マレーシア

４
４
４
４
４

05.04.01～
06.03.31

アジア各国の青少年同士の相互理解促進のため、韓国・イン
ドネシア・タイ・フィリピン・マレーシアの5カ国から第10期
生として各国4名、合計20名の高校生を招へい。留学生は、一
般家庭にホームステイしつつ日本の高校に通学。招へい期間
は原則11カ月

２ アジア青年文化
奨学金（中等教
育プログラム）

（AC）派遣

韓国
インドネシア
タイ
フィリピン
マレーシア

２
２
２
２
３

05.04.01～
06.03.31

アジア各国の青少年同士の相互理解促進のため、日本人高校
生を第9期生としてインドネシア・タイ・フィリピンに各2名、
マレーシアに3名、第5期生として韓国に2名、計11名を派遣。
留学生は各国の一般家庭にホームスティしつつ高校に通学。
派遣期間は原則11カ月とするが、派遣時期は各国の学期制度
に合わせるため国によって異なる
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１．人物交流事業費 (4)開高健記念アジア作家招へい（AC）

日本では紹介されることの少ないアジアの文学を一般市民へ紹介するとともに文学関係者間の交流を促進するため、アジ
アから作家を招へいし、日本各地で講演会などを実施する。

合計額 5,701,770円

事業名 国 都市 会場 期間 共催者 事業内容

１ 第15回
「仏 ダ ド ゥ
ル・ホワ・ミ
ロン」

バングラデ
シュ

仙台市

東京

大阪市

広島市

仙台文学館

国際交流基
金国際会議
場
大阪国際交
流センター
小ホール
ひろしま国
際センター
交流ホール

06.03.10～
06.03.23

財団法人仙台
市市民文化事
業団
財団法人大阪
国際交流セン
ター
財団法人大阪
21世紀協会

財団法人ひろ
しま国際セン
ター

作家の故開高健の遺族から
の寄付金により、バングラ
デシュの作家を招へいし講
演会を実施

２ 第16回
「丁 雲（デ ィ
ン・ユン）」

シンガポール － － 05.04.01～
06.03.31

－ 作家の故開高健の遺族から
の寄付金により、シンガ
ポールの作家を招へいし講
演会を実施（平成18年度事
業の準備）

１．人物交流事業費 (5)文化交流企画運営補助ボランティア

日本との文化交流活動を主たる業務としている海外の非営利団体へ市民ボランティアを派遣し、企画運営補助業務を行な
う。

合計額 9,797,261円

氏名 国 期間 受入機関 事業内容

１ 兼崎 妙 マレーシア 05.05.17～
06.05.16

マレーシア日本
語協会

より広い地域・幅広い層の市民青少年を担い手と
する、地域や事業分類に限定されない多様な交流
活動を活性化するため、日本に関する総合的文化
事業運営を実施している海外の団体で補助業務を
行なうボランティアを公募・人選のうえ、派遣

２ 岩﨑 優子 ドイツ 05.03.30～
06.03.29

ベルリン日独セ
ンター

より広い地域・幅広い層の市民青少年を担い手と
する、地域や事業分類に限定されない多様な交流
活動を活性化するため、日本に関する総合的文化
事業運営を実施している海外の団体で補助業務を
行なうボランティアを公募・人選のうえ、派遣

３ 山﨑 夕佳 エジプト 05.05.10～
06.05.09

エジプト日本語
教育振興会

より広い地域・幅広い層の市民青少年を担い手と
する、地域や事業分類に限定されない多様な交流
活動を活性化するため、日本に関する総合的文化
事業運営を実施している海外の団体で補助業務を
行なうボランティアを公募・人選のうえ、派遣
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２．催し等事業費 (1)市民青少年交流（主催）

諸外国の市民青少年レベルでの相互理解と国際交流を促進するため、市民青少年交流活動を幅広く展開する団体の関係者
や、指導的立場にある専門家を日本から派遣または招へいし、視察・意見交換に加えシンポジウムや講演会などの機会を
提供する。

合計額 15,515,409円

事業名 国 都市 期間 事業内容

１ アジアNPO
派遣

韓国
インドネシア

タイ

ソウル
ジャカルタ
ボゴール
バンコク

05.08.21～
05.09.02

アジア各国におけるNPOの活動状況およびNPOを取り
巻く環境等について把握するため、日本からNPO関係者
を派遣し関係者・機関との意見交換・活動見学等を実施

２ コミュニティ
主導の国際協
力・日欧交流
プログラム

（招へい）

イタリア 名古屋/滝
川市（北海
道）/札幌/
横浜/東京

05.07.09～
05.07.17

日欧のコミュニティレベルでの国際交流・国際協働に関
する実務者の対話促進のため、EUから関係者を招へい
して日本各地でセミナーを財団法人日本国際交流セン
ターと共催で実施

３ 日・EU青少
年セミナー参
加者グループ
派遣

英国 ロンドン 05.11.22～
05.11.26

日・EU市民交流年事業の一環として青少年の育成・学校
外教育をテーマとしたシンポジウムに日本側参加者を派
遣

２．催し等事業費 (2)市民青少年交流（主催）（中東）

中東地域を対象として、文化分野における市民・青少年レベルでの国際交流を促進し、相互理解を深めるため、市民青少
年交流活動を幅広く展開する団体の関係者や、指導的立場にある専門家をグループで派遣または招へいし、意見交換、セ
ミナー、シンポジウム、ワークショップ等を実施する。

合計額 11,905,916円

事業名 国 都市 会場 期間 事業内容

１ 中東女性・市
民団体交流

（派遣）

アラブ首長国
連邦

イラン

エジプト

アブタビ

テヘラン

カイロ

General
Womens'
University
アッザーラ
大学
ザーイド大
学

05.09.15～
06.09.26

中東各国における女性に関する問題に取り
組んでいるNPOの活動状況およびNPOを
取り巻く環境等について把握するため、日
本から女性ジャーナリストやNPO関係者
を派遣し関係者・機関との意見交換・活動
見学等を実施

２ 中東女性・市
民団体交流

（招へい）

アラブ首長国
連邦
エジプト

東京

埼玉

名古屋

リバティー
ホール
NWEC（国
立女性教育
会館）
名古屋国際
センター

06.03.15～
06.03.28

「中東女性・市民団体交流（派遣）」のフォ
ローアップとして、女性の社会参加と次世
代を担う青少年交流の指導者育成等に携わ
る関係者を招へいし、日本側の同様な活動
に携わる関係者との情報・意見交換を実施。
また、中東文化を紹介する一般公開パネル
トークを実施
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２．催し等事業費 (3)市民青少年交流（助成）

日本と海外の市民レベルにおける相互理解を促進するため、日本の団体が実施または参加する事業に対し、旅費の一部を
助成する。

合計額 38,217,086円

事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

１ 「であいフォ
トエッセイカ
フェ」プロ
ジェクト

韓国
中国
オーストラリ
ア
ニュージーラ
ンド
カナダ
米国
英国
ドイツ

05.04.01～
06.03.31

財団法人国際
文化フォーラ
ム

海外の中高校生（米国/オーストラリア/ニュージーラ
ンド/カナダ/英国/中国/韓国/ドイツなど）が制作し
た自分についてのフォトエッセイを「であいフォト
エッセイカフェ」ホームページに掲載する。応募者の
なかから10名を日本（沖縄）に招へいし、日本理解を
深めるとともに日本の高校生と共同プロジェクトを実
施

２ 地球子ども村
2005

韓国
中国
全世界区分困
難

05.08.08～
05.08.15

特定非営利活
動法人 地球
子ども村

2005年「愛・地球博」開催を契機に、「地球市民」とし
て自覚を持ち、地球規模で考え行動できるよう日本、
中国、韓国など世界各国（十数カ国）の子どもたちの
参加者（約80人）を対象にホームステイや自然体験、
交流活動を通じて国際理解を進めるとともに、それを
支援する大人の国際理解力を高めるため大人向け国際
理解教育を実施

３ はばたけ21未
来の子どもた
ちへ

中国
ロシア

05.08.22～
05.08.28

はばたけ21の
会

ロシア（ハバロフスク/ウラジオストク）、中国（ハル
ピン）および新潟県（小学校5・6年生：10・11歳）と
いった環日本海地域の子どもたちの国際交流活動。自
然の家（妙高村）で共同生活を通して相互理解を図る
と共に、「環境」等をテーマにした子ども自然会議の開
催、各国の文化交流を実施し、児童の国際性を養うこ
とを目指した。実施にあたっては、企業・行政・市民
が一体となってボランティアスタッフとして協力

４ 国際学生シン
ポジウム

フィリピン
オーストラリ
ア
カナダ
米国

05.05.17～
05.05.22

清泉女子大学 清泉女子大学国際交流センターおよび地球市民学科が
中心となり、アメリカ、カナダ、オーストラリア、フィ
リピン等の大学生参加を得て、「環境教育」をテーマに
シンポジウムを実施。各国の事情、醸成を理解しあい、
世界的視野を広げ、相互に学び取った事柄を各々の国、
地域社会で適用することを目指して、共同生活を通じ
情報交換および課題の討論を実施

５ トークアジア アジア地域区
分困難

05.11.03～
05.11.06

国際学生団体
アジアン

アジア6カ国に持つカウンターパート（ボランティア
活動団体）から代表者を招へい、日本の大学生、高校
生との対話セミナーを開催し、市民青少年が主体的か
つ多角的に開発教育を論じる場を創出。アジアのより
よいパートナーシップ構築のための3日間のセミナー
の他、料理大会等交流会も開催
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事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

６ アース・シン
ポジュウム
イン ジャパ
ン

カナダ 05.06.18～
05.06.30

アースシンポ
ジュウム イ
ン ジャパン
実行委員会

カナダで毎年開催されている芸術と社会とのかかわり
などをテーマにしたワークショップ「アース・シンポ
ジウム」の日本版を開催。シンポジウム主催者ジュ
ディス・マーキューズら5名を招へいし、横浜、名古屋、
東京で小中高生を対象に、社会性・自立心の育成を目
的とした演劇ワークショップを開催

７ アート活動を
通じた精神障
害者の自己実
現と社会復帰
に関する国際
交流活動

米国 05.10.19～
05.12.31

財団法人たん
ぽぽの家

米国で精神障害者のアート活動を推進しているNPO
のスタッフおよびアーティスト計5名が来日し、現状
と意義につき意見交換を行ない、作品の展覧会および
講演会を実施

８ 創立15周年記
念HIA講演と
俳句大会

米国 05.11.13～
05.11.15

国際俳句交流
会

助成対象団体の創立15周年を記念し、リー・ガーガ（米
国「モダンハイク」編集長）および有馬朗人による講
演を実施。参加者との意見交換・懇談会等も実施

９ 日・中米外交
関係樹立70周
年記念・ハイ
チ・ダンス
ワークショッ
プ2005

ハイチ 05.11.17～
05.12.01

ハイチ友の会 ハイチから3名のアーティストを招へいし、写真展の
ギャラリートークの他、京都の大学・中学校および新
宿村スタジオでダンスと太鼓のワークショップを実施

10 演劇の社会的
な役割につい
ての国際交流
－国際オルタ
ナティブ演劇
祭2005参加事
業

メキシコ 05.11.16～
05.11.25

路上演劇祭
Japan実行委
員会

メキシコシティーで毎年開催されている演劇の社会的
な役割についての情報交換・技術交換・相互理解のプ
ログラムである「路上演劇祭」の日本版実行委員会の
メンバー15名が、メキシコの演劇祭に参加し、日本（世
田谷区）における市民参加型路上演劇祭とまちづくり
の成果を伝えるワークショップを開催。日本からは
ワークショップの指導者を中心としたメンバーが参加

11 第8回フェス
チバルドジャ
ポンにおける
文化交流ワー
クショップ

ブラジル 05.07.17～
05.07.24

財団法人なら
まち振興財団
奈良市音声館

奈良でわらべうた教室を通じた市民交流・世代間交流
を展開している助成対象団体の職員や劇団員7名が、
サンパウロで開催された「日本祭り」に参加しわらべ
うたを通して日本文化を紹介。併せてブラジル日系人
社会におけるわらべうたの調査を行なった。「日本祭
り」はブラジル社会での日本文化の融合をテーマにし
た市公認事業であり、3日間で45万人超が参加

12 カルタを通し
た日本語学習
と文化交流

ブラジル 05.10.01～
05.10.14

ユネスコ・が
んばろい大牟
田の会

「カルタ発祥の地」とされる福岡県大牟田市に所在し、
カルタ遊びを通した日本語学習、日本文化の紹介を広
く内外で行なっている助成対象団体の団員10名がサン
パウロなど数カ所で日系人を含んだ参加者に対して、
カルタの紹介、カルタ作りワークショップを行ない、
日本語を通した日本文化の紹介と遊びの体験交流を実
施

市民青少年交流事業費



事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

13 日伊青年演劇
交流：ローマ
Kyogen一座
日本ツアーと
シンポジウム

イタリア 05.09.14～
05.09.30

日伊青年演劇
交流実行委員
会

ローマ大学で日本語や日本文化を学ぶ学生が、関根勝
（早稲田大学教授）の指導により、ルネッサンス期のイ
タリア即興喜劇を翻案した狂言を稽古し、その成果を
東京や大阪など各都市の能楽堂において発表。あわせ
て伝統演劇に関するワークショップやシンポジウムを
日本の大学生とともに実施

14 マテーラ/バ
ジリカータ日
本伝統文化祭
2005

イタリア 05.09.22～
05.09.29

日本生活文化
交流協会

日-EU市民交流年事業。南イタリア・バジリカータ州
マテーラ市、ポテンザ市を助成対象団体（1989年設立
以来日本の生活文化を総合的に体験し日本人の素顔を
伝える事業を世界各地で実施）の会員約80名が訪問し、
大学等で茶道、華道、書道、香道、折り紙、人形の生
活文化を総合的に紹介

15 障害のある人
達を含むダン
ス国際交流
第1回世界大
会参加事業

英国 05.04.03～
05.06.20

特定非営利活
動法人みやぎ
ダンス

英国、ドイツ、スリランカ等世界7カ国から障害のある
人・ない人がともに活動するダンス団体が集う大会に、
日本から唯一の団体として招へいを受け、身体表現に
関するワークショップや作品発表を実施。また、一部
メンバーは大会の2カ月前からロンドンに滞在し、ロ
ンドンのダンスチームと共同作品の制作を行なった
他、市内ダンス団体、芸術団体の活動視察や意見交換
等を実施

16 「日-EU市民
交流年」記念
広島舟入・欧
州高校生交流
推進事業

英国
フランス

05.05.06～
05.05.17

広島舟入・欧
州高校交流推
進委員会

広島県の高校生が、ストラスブールの欧州議会を会場
として開催される「ユーロスコラ」に参加し、EU加盟
国から参加する高校生と「平和」を軸としたテーマに
ついて議論した。また、フランスおよび英国の高校を
訪問し、文化紹介や意見交換を実施

17 日本の伝統文
化「てまり」
を通じた英国
との交流

英国 05.05.15～
05.05.22

特定非営利活
動法人日本て
まり文化振興
協会

在英国大使館の協力により、大使館ギャラリーやロン
ドン近郊の中学校において「てまり」の制作講習およ
び展示を実施

18 「ウェールズ
グラウンド
ワークトラス
ト&グラウン
ドワーク福岡
共同プロジェ
クト2005」

英国 05.05.22～
05.05.29

特定非営利活
動法人グラウ
ンドワーク福
岡

英国で生まれた、地域・行政・企業を結ぶコミュニティ
環境改善活動である「グラウンドワーク」の国際協働
の一環として、福岡を拠点として活動するNPOが、
ウェールズからグラウンドワーク実践者や小中高生を
招き、グラウンドワーク活動に関する学校でのワーク
ショップや、地域住民を招いてのシンポジウム、活動
現場視察等を実施

19 英国バクスト
ン国際人形劇
フェスティバ
ル青少年派遣
事業

英国 05.07.23～
05.08.01

財団法人札幌
市青少年女性
活動協会

英国で開催される「バクストン国際人形劇フェスティ
バル」の招へいを受け、札幌市内で人形浄瑠璃を学ぶ
青少年を派遣し、現地で開催されるワークショップに
おいてイギリスの青少年と共同で作品制作と発表を行
なった。また、人形浄瑠璃の上演を通じ日本の伝統文
化を紹介

市民青少年交流事業費



事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

20 日英グラウン
ドワーク連携
－環境・まち
づくり活動人
材育成・交流
拠点形成事業

英国 05.09.01～
06.03.31

特定非営利活
動法人グラウ
ンドワーク三
島

行政・市民･企業の連携により環境改善・青少年育成活
動を展開する助成対象団体が、全国研修センターの設
置に向け、英国パートナー団体等と意見交換・ワーク
ショップを実施。相互に渡英・渡日して先進事例、研
修カリキュラム、教材作成、人材育成等を学びあう体
験学習型まちづくり活動の日英NPO協働事業

21 ハイムーン環
境まんが展お
よび講演会・
ワークショッ
プ

英国 05.10.06～
05.10.20

J.E.E.日本
環境保護国際
交流会および
new letters
from Kyoto
(NLK)

日本における環境問題・活動を発信し市民レベルでの
交流を図るため、英国ケンブリッジで環境問題をテー
マに「ハイムーン（高月紘京都大学環境保全センター
名誉教授の筆名）漫画」等の展示、まんが教室・ワー
クショップ・講演会等を開催して建築・芸術文化から
環境問題を考察

22 日本とオース
トリア、ドイ
ツ間の音楽文
化交流

オーストリア
ドイツ

05.11.02～
05.11.09

柏葉会関係者
および音楽研
究会会員から
成る合唱等ア
ンサンブル

東京大学の合唱団OB・OGを中心とするメンバーが、
オーストリア・ドイツで現地のプロ演奏者を迎えての
合唱自主公演を実施

23 日独ユース・
ファッション
交流プロジェ
クト「日独
伝統の素材と
技法」

ドイツ 05.04.01～
06.03.31

日独ユース・
ファッション
交流プロジェ
クト事務局

「日本におけるドイツ年」事業として、東京ドイツ文
化センターの提案に基づき、日独の服飾・衣装文化を
学ぶ学生が10月に相手国を相互に訪問し、講義や実習
プログラム参加、伝統繊維産地見学等を行なうととも
に、訪問で得た成果を踏まえた作品制作・展示を翌年
3月に両国で同時に実施

24 ブレーメン・
ナゴヤアート
プロジェクト
2005 “site
scenes” 記
念シンポジウ
ム「都市を超
えるアートプ
ロジェクト」

ドイツ 05.09.02～
05.10.02

ブレーメン・
ナゴヤアート
プロジェクト
実行委員会

文化によるまちづくりを展開し、芸術によるコミュニ
ティ活性化をめざし、ブレーメンと名古屋の若手作家
が16組のペアを組んで共同作業を行ない、市民参加型
交流を行なうアートプロジェクト 日独の芸術による
まちづくり専門家によるシンポジウム「都市を越える
アートプロジェクト」も開催

25 2005日独子ど
もセミナー

（受け入れ）

ドイツ 05.10.17～
05.10.28

沖縄県ユース
ホステル協会

ドイツザクセン州の青少年50名を沖縄に招へいし、日
本の子どもたちのとのユースホステルや民宿での共同
生活・自然体験活動を通じて交流。ドイツと日本の子
どもたちが日本の自然体験活動を通じ、相互に文化や
価値観の違いを学び交流

26 フィンランド
との合同教員
研修事業「ア
ントレプレ
ナー精神あふ
れる授業・学
校運営」

フィンランド 05.11.26～
05.12.05

特定非営利活
動法人アント
レプレナー
シップ開発セ
ンター

京都市を中心に、青少年の社会参加と起業家精神醸成
をめざすアントレプレナー教育を実践している助成対
象団体が、小学校・中学校の校長等現場教員を引率し
て、フィンランドで他のヨーロッパ諸国の教員との合
同研修会に参加するとともに、教育省等の関係機関を
訪問

市民青少年交流事業費



事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

27 ｢日-EU市民
交流年＝鬼島
太鼓2005」

フランス
ルクセンブル
ク

05.07.04～
05.07.12

鬼島太鼓 長野県木島村を拠点に活動する「鬼島太鼓」が、在ル
クセンブルク大使館および在ストラスブール総領事館
からの招きにより「日・EU市民交流年」の記念事業と
して小学校や障害者施設等で和太鼓演奏・交流会を実
施。また、ヴィルツ市で開催される「ヴィルツ音楽祭」
からの招へいを受け、演奏を実施

28 音だま言だま
Franco-
Japonais

フランス 05.10.05～
05.10.19

音だま言だま
プロジェクト

東京を拠点に、音楽と言葉によるワークショップ活動
を行なっている指導者が、フランス各都市の市立セン
ターや日本人学校を会場として、主に子ども達を対象
とした「音遊び」や「リトミック」のワークショップ

（30人～50人規模）を行なった。また、フランスの詩を
日本語に翻訳しピアノによる弾き語りコンサートも実
施

29 2005市民・青
少年 国際体
操文化交流
フォーラム

デンマーク 05.10.06～
05.10.25

デンマーク体
操クラブ・ア
ンセル

「日・EU市民交流年」を機に、市民が気軽に参加でき
る体操文化の発展を期して、その発祥の地であるデン
マークの名門教育機関Vesterlund
Ungdomsskole校から41名の学生を招へいし、東京・大
阪等国内各都市において地域のクラブ、学校（自由学
園/玉川大学等）と合同ワークショップを実施した。
また、大阪では広く市民が参加する体操フェスティバ
ルに参加

30 ラジオ・ブ
リッジ京都－
プラハ2005

チェコ 05.04.01～
05.10.31

京都三条ラジ
オカフェ（特
定非営利活動
法人京都コ
ミュニティ放
送）

京都とその姉妹都市であるプラハのコミュニティ放送
ラジオ局（いずれもNPO)が交流を目的に子供達が相
互に訪問し、一般家庭にホームステイをしながらラジ
オ番組制作を学んだ。仕上げとして、両国の子供達が
実際に番組を製作し、相手国の放送局でそれぞれ放送。
子供達を支える大学生ボランティアの協力により一連
の動きを音と映像で記録し発表した

31 チェコ共和国
中央ボヘミア
地方小町村コ
ミュニティと
日本のコミュ
ニティとの交
流

チェコ 05.05.13～
05.08.28

日本チェコ友
好協会

日本からの訪問者受入れを活発に行なっているチェコ
の地域から、日・EU市民交流年を記念して代表団約20
名を招へいし、東京（町田市/調布市）、静岡（御殿場
市）、長野（松本市）等複数の市町村で、植樹等の市民
活動への参加、工場・学校見学、ホームステイ等を行
なうとともにチェコについて紹介する市民講座や交流
会を実施。また、8月に山梨（韮崎市）の少年サッカー
チームを派遣

32 日本ハンガ
リー青少年の
合唱音楽によ
る交流の1週
間

ハンガリー 06.03.20～
06.03.30

日本ハンガ
リー友好協会

助成対象団体は2000年からハンガリーの作曲家を記念
した全国規模の合唱コンクールを開催。日・EU市民
交流年を記念して、同コンクールで金賞を受賞した日
本の高校の合唱部などから成る合唱団をハンガリーに
派遣し、小学校での同世代の合唱団とのコンサート、
セミナー、ワークショップなどを行なった。また、折
り紙等の紹介やホームステイも実施

市民青少年交流事業費



事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

33 日本ブルガリ
ア大学生文化
交流プログラ
ム

ブルガリア 05.07.30～
05.08.16

セッションハ
ウス企画室・
日本ブルガリ
ア大学生文化
交流実行委員
会

身体表現を通じて市民交流を実施している助成対象団
体がブルガリアの国立演劇・映画アカデミーからのダ
ンス専攻の学生および講師10名を招へい。学生は、日
本のダンスの創作・トレーニング方法をワークショッ
プなどで学び、美大生なども含んだ日本の学生とダン
ス作品を創作。また、講師はワークショップを行なう
とともに早稲田大学などでもブルガリアの舞台芸術に
ついての特別講義・講演会を実施

34 2005年度サラ
エボ国際文化
交流

ボスニア・ヘ
ルツェゴビナ

05.08.01～
05.08.31

2005年度サラ
エボ国際文化
交流実行委員
会

サラエボの芸術活動を再興することを目的に「文化の
再耕」をテーマとして、日本、ボスニア・ヘルツェゴ
ビナ、ドイツなどの学生10名がサラエボに滞在し、サ
ラエボの町を記録する写真、ビデオ作品、インスタレー
ションなどを製作。また、市民の協力を得つつ、参加
者と住民が芸術の役割などについて討論するシンポジ
ウムを開催。作品のカタログは日本語・英語・ボスニ
ア語で作成

35 日本・ラトビ
ア指揮者交流
プロジェクト

ラトビア 06.01.16～
06.01.23

日本・ラトビ
ア音楽協会

日本・ラトビア両国の優れた合唱指揮者が自国の合唱
曲を相手国の青少年に指導し、青少年レベルの国際相
互理解を促進するという提案がラトビアの国家的行事

「歌の祭典」の時に出され、それを受ける形で平成17年
度は日本からラトビアへ派遣

36 日露交流の原
点をたどる

ロシア 05.05.15～
05.07.01

特定非営利活
動法人日本・
ロシア協会

日露修好150周年を記念し、条約締結のため寄港した
船による交流にちなんで下田からニコライエフスクに
ヨットで航海を行なうなど一連の記念事業を実施。モ
スクワでは記念講演、パネルディスカッション、メッ
セージ交換、展示会等を開催

37 第17回日本・
ロシア学生会
議

ロシア 05.08.08～
05.08.26

日本・ロシア
学生会議実行
委員会

日露で相互に開催されている日本・ロシア学生会議の
第17回をハバロフスク、ウラジオストクにて開催。日
露あわせて約20名で討論、スポーツを通じた交流、ホー
ムステイ等を行なった。講師として、サルキソフ（山
梨学院大学教授）、下斗米伸夫（法政大学教授）などを
招へい

38 全ロシア青少
年文化スポー
ツ交流フェス
ティバル

ロシア 05.08.25～
05.08.30

秩父郷土芸能
研究会

日露修好条約締結150周年を記念してノヴォシビルス
ク市のロシア・日本協会が開催するフェスティバルに
て15名が和太鼓を演奏。フェスティバルではスポー
ツ、旅行、コンサートなど余暇活動をテーマとするプ
ログラムが組まれ、ロシア内外からの青少年が参加

39 2005年度日本
JCロシア友
好の会 ロシ
アミッション

ロシア 05.09.11～
05.09.17

日本JCロシ
ア友好の会

「北方領土返還要求運動」に関する事業を継続して実
施している民間団体が、モスクワ大学を中心としたロ
シア人学生と日本人学生の交流や国会議員が交流する
イベントを開催

市民青少年交流事業費



事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

40 ガーナ三角
ベース普及プ
ロジェクト

ガーナ 06.02.04～
06.02.19

特定非営利活
動法人アフリ
カ野球友の会

ゴムボールを使用しての簡略版の野球ゲーム「三角
ベース」の遊び方を、デモンストレーションを通じて
ウガンダの青少年に紹介し、現地の多くの青少年が野
球に接することができる機会を提供するとともに、ス
ポーツを通じた日本・ウガンダ双方の国民の相互理解
の促進を図る交流事業を実施

41 GIS（地理情
報システム）
活動を推進す
るための市
民・NGOの国
際交流

ケニア 05.10.30～
05.11.05

財団法人国際
湖沼環境委員
会

ケニア・ナイロビで開催される第11回世界湖沼会議に
参加し、広く海外の参加者と交流。また同時期に、ナ
クル市のGISを見学し、ナクル湖の視察、周辺住民・
NGOとの交流および意見交換を実施

42 タンザニア女
性との草の根
交流を通した
手工芸品事業
の推進

タンザニア 05.08.07～
05.08.21

タンザニア・
ポレポレクラ
ブ

公募する参加者6名がタンザニアを訪問し、手工芸品
作成についての情報交換、洋裁教室・生活向上の運動
グループの見学等を実施

43 グローバル・
クラスルーム
2005 in ケー
プタウン

南アフリカ 05.07.01～
05.07.14

グローバルク
ラスルーム実
行委員会

南アフリカで開催されるグローバル・クラスルーム（世
界各国の高校生によるフォーラム）に日本の高校生12
名が参加し、「過去の共有、未来の構築」というテーマ
のもとで10日間に渡り討議、発表を行なった。フォー
ラムには日本のほか南アフリカ、英国、チェコ、ドイ
ツ、スウェーデンの学校が参加し、毎年各校持ち回り
で開催

44 Wanakio
2005～市民社
会とアート国
際ネットワー
ク～

全世界区分困
難

05.04.01～
05.12.31

特定非営利活
動法人前島
アートセン
ター

戦後60年を迎える2005年、那覇の中心市街地で、アジ
ア、ヨーロッパのアーティストやキュレーターを招き、
製作過程を重視したまちの中のアート展、ローカルコ
ミュニティや地域文化についてのシンポジウムおよび
ワークショップなどを市民対象に行なった。文化活動
による国際交流と市民社会の発展を図るため、まちの
中で芸術家と市民による実践的・創造的プロジェクト
を実施

45 アーティス
ト・イン・レ
ジデンス 美
濃・紙の芸術
村

全世界区分困
難

05.09.01～
05.12.31

美濃・紙の芸
術村実行委員
会

世界各国の芸術家を公募、うち5名を招へい。ホーム
ステイ、出身国の文化・社会の紹介、小中学校での国
際理解・芸術ワークショップ、市民協力による創作と
発表を通じ、市民青少年の異文化理解と交流を促進

46 世界学生会議
5th ステー
ジ

全世界区分困
難

05.12.01～
05.12.07

世界の若者に
よる対話－
RING実行委
員会

イスラエル･パレスチナ･イラク･米国・ドイツ・韓国等
から若者を招へいし、京都でパネルディスカッショ
ン・講演会・展示・交流会・分科会等を通じて世界の
諸問題の理解を深め、若者同士のネットワーク構築を
図った。助成対象団体は、2003年に「世界学生会議」
を改組、同会議と対話プロジェクトRingを年間各1回
交互に開催

市民青少年交流事業費



２．催し等事業費 (4)市民青少年交流（助成）（AC）

日本とアジア諸国との市民・青少年の相互理解と友好親善を促進するため、同趣旨の文化交流事業を行なう団体に事業実
施経費の一部を助成する。

合計額 19,594,530円

事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

１ 日韓子どもシ
ンポジウム
2005

韓国 05.04.01～
05.12.30

日韓子どもシ
ンポジウム実
行委員会

公募で選ばれた日本（福岡）と韓国（釜山）の子ども
達各10人が、相互のホームステイやキャンプ、両国の
文化体験活動を行ない、その成果を10月に釜山で開催
したシンポジウムで発表。日韓両語の報告書を作成

２ 日韓農楽交流
－ワーク
ショップと名
古屋公演、訪
韓交流会

韓国 05.05.03～
05.08.18

ノリパン 韓国伝統芸能（サムルノリ）を愛好する一般市民15名
が中心となって、韓国の生活文化を継続して学習・紹
介している助成対象団体が、5月に韓国から講師を招
き、愛知県春日井市でサムルノリのワークショップを
開催。ワークショップ受講者と講師により、名古屋で
公演を実施。8月には受講者が訪韓の上、韓国側講師
他と公演をソウルで実施

３ ブラボー！ 韓国 05.05.27～
05.07.31

サイト エー 東京およびソウルで実施される交流展示事業に付随す
るシンポジウム。作家、商店街代表者、キュレーター
等が「日本×韓国」、「地域×美術」、「美術×国境」、「創
作×地域」をテーマに講演

４ 「空飛ぶ車い
すIN韓国」

韓国 05.06.01～
05.12.01

空飛ぶ車いす
を応援する会

アジア各国に車いすを修理して寄贈している活動を支
援している助成対象団体が、寄贈した車いすの活用状
況確認のため、修理活動を行なっている高校生を韓国
に派遣。福祉施設を訪問して地元高校生と一緒に修
理。また、日本から寄贈した車いすの韓国での利用者
とボランティアを日本に招へい、日本で修理を担当し
ている高校生を訪問。アジアからの利用者の声や輸送
ボランティアのレポートも作成

５ 日韓伝統文化
交流 韓国伝
統風物チーム
の招請

韓国 05.07.22～
05.07.26

特定非営利活
動法人翔青会

青少年交流活動を幅広く行なう助成対象団体が、福岡
県指定無形民俗文化財黒崎祇園山笠祭において、釜山
から小・中・高校生を含む40名を招き、韓国伝統芸能
サムルノリを上演し、交流。中学校や教育施設の訪問、
意見交換も併せて実施

６ 「韓国の友だ
ち、アンニョ
ンハセヨ！」
－小学生ホー
ムステイ交流
2005－

韓国 05.07.26～
05.08.01

特定非営利活
動法人多言語
広場
CELULAS

多言語をキーワードに異文化理解プログラムを展開す
る助成対象団体が、日韓友情年を機に、東京都内の小
学5・6年生35名と小学校教師5名を公募し、韓国の小学
生のいる一般家庭で4泊5日（各家庭に1人）のホームス
テイと、日韓青少年交流ワークショップを実施。また
韓国人留学生や在日韓国人家族と事前、事後活動・勉
強会を実施

７ 日韓野外伝承
遊び大会と会
議

韓国 05.07.29～
05.08.07

社団法人青少
年交友協会

ソウルに日本の子ども達・学者・専門家・指導者を派
遣し、日韓の野外伝承遊び（素朴な民俗芸能を含む）
を紹介する「日韓野外伝承遊び大会」を開催。また、
併せて青少年と専門家の交流を深めることを目的に、
学者・専門家などによる「日韓野外伝承遊び会議」を
開催。その後、天安、釜山でも「野外伝承遊び大会」
を開催

市民青少年交流事業費



事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

８ 第5回日韓高
校生交流キャ
ンプ

韓国 05.08.01～
05.08.31

社団法人日韓
経済協会

日本と韓国の高校生各50名計100名が日本に集まり、
自国の観光・文化を売り込む企画をチームごとに作成
し、発表する研修プログラムを通じて、意見交換・相
互交流を実施

９ 第21回日韓学
生フォーラム

韓国 05.08.04～
05.08.18

第21回日韓学
生フォーラム

日本メンバー（日韓学生フォーラム）と韓国メンバー
（韓日学生フォーラム）のメンバー各20名が沖縄で2週
間合同合宿し、分科会での意見交換、フィールドトリッ
プや、全体討論会を実施。両国文化紹介や現地での文
化体験、スポーツイベント等も実施。共通言語は英語。
事前活動として、週一回の各地勉強会、合宿も開催。
反省会、報告書作成、各地で年間活動報告会も開催

10 日韓ユースボ
ランティア
キャンプ

韓国 05.08.06～
05.08.10

財団法人福岡
YWCA

韓国・晋州市の中高生30名と、福岡近隣の中高生20名
が、事前学習を実施した上で福岡の福祉施設で、共同
作業を通じて相互理解を深めるために合同のボラン
ティア活動を実施

11 good！日韓
友好交流ボラ
ンティアワー
クキャンプ
2005

韓国 05.08.28～
05.09.10

グッド！ 韓国の過疎の農村で日韓の大学生等約30名(日本側14
名)が共同で農作業・共同生活を行ない、村の高齢者と
も交流を持った

12 青森ねぶた韓
国公演共同実
施事業

韓国 05.09.24～
05.09.25

2005年青森ね
ぶた韓国公演
実行委員会

日韓国交正常化40周年および青森・ソウル便就航10周
年を記念し、青森ねぶたを韓国で公演。公演に先立ち、
韓国でハネト、囃子方の講習会を行ない、実際の公演
の際には、講習を受けた韓国からの参加者と青森から
の参加者も共演

13 OMURA室内
合奏団 韓国
公演～海を渡
る音色にのせ
て～

韓国 05.10.01～
05.10.31

財団法人大村
市振興公社

韓国大邱市の「テグ・フィルハーモニーオーケストラ」、
「慶北大学オーケストラ」と長崎県大村市の「OMURA
室内合奏団」が大邱で合同演奏会を実施。併せて近隣
の学校等でのアウトリーチも積極的に実施

14 ハンマウム文
化祭2005

韓国 05.10.12～
05.10.22

特定非営利活
動法人狭山市
ハンマウムの
会

サムルノリ・ソゴの演奏、詩の朗読、ファッション
ショー、韓国民話劇上演、展示、茶会を含む「文化祭」
を日韓相互で開催

15 日韓青年人権
ワークキャン
プ

韓国 05.12.24～
05.12.27

国際交流青年
実行委員会

日本の大学生約20名が韓国晋州市を訪問、見学や意見
交換を通じ、韓国の大学生と同和問題、性差別問題を
含む人権問題を相互に学びあう活動を実施

16 第6回青少年
の主体的なま
なざしを活か
した日韓草の
根交流

韓国 06.02.16～
06.02.22

あじあの芽 日韓の若者計30名がソウルおよびその近郊で7日間、
合宿形式で交流の課題を発見し、現地見学や討論を実
施。共通の未来への提言を作成。ホームステイも実施

市民青少年交流事業費



事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

17 International
Business
Contest for
Students
OVAL
BEIJING

中国 05.04.01～
06.03.31

OVAL
BEIJING 実
行委員会

日中韓の現地の学生を対象にしたビジネスプランコン
テストを、8月に北京で開催。学生が各国から一人ず
つの3人一組になり、一週間にわたって、共通のテーマ
に沿って国際ビジネスプランを作成。プラン策定の過
程で相互の特性を理解、尊重し生かし合う思考を体験
し、交流を深め、国際的視野を持った学生を社会に輩
出することを目的に実施

18 日中高校生社
会貢献交流事
業

中国 05.06.20～
06.03.31

財団法人日本
青少年研究所

助成対象団体は、日本全国の高校生を対象として、ボ
ランティア活動やクラブ活動で活躍する高校生を奨励
し、表彰、交流会を行なう「いきいき活動奨励賞」事
業を実施している。この最優秀賞受賞者8名が中国を1
週間訪問し、日本と中国の高校生の社会貢献に対する
意識を高め、相互理解と友好を図るため、その活動を
発表、交流を実施

19 2005 ユネス
コ東アジア子
ども芸術祭

中国 05.07.27～
05.08.01

社団法人日本
ユネスコ協会
連盟

舞踏・音楽・伝統芸能等の舞台芸術を通した相互の文
化への理解促進を目的として、マカオで開催される東
アジア子ども芸術祭に、伝統文化を披露できる子ども
チームを派遣し、公演および参加者との交流を実施。
参加者は、東アジア5カ国1地域（大韓民国/中華人民共
和国/朝鮮民主主義人民共和国/マカオ=準加盟/モンゴ
ル/日本）の子どもたち

20 第24回日中学
生会議中国開
催

中国 05.08.16～
05.08.30

日中学生会議 日中相互開催の学生会議。今回は、中国（北京/上海）
で約50～60名の日中の学生が参加。5つの分科会に分
かれ、講師の講演会を交えた事前勉強会を実施し、日
中間のみならず様々なテーマについて率直かつ詳細な
討論を実施。政府関係機関や企業等の協力を得て、実
際に現場を体感するフィールドワークも併せて実施。
両国の伝統文化を体験できるプログラムも実施

21 中国日本映像
コンテンツ共
同制作研究会
の開催

中国 05.09.01～
05.12.31

特定非営利活
動法人横浜
アートプロ
ジェクト

コンテンツの日中共同制作を通じて、日中相互に連携
を図ることで効率よい教育現場を達成し、映画・映像
教育をさらに充実させることを目的とし、日中の映画
教育界の発展、さらには日中の文化交流・発展に寄与
するため、北京と横浜で映像コンテンツ共同制作研究
会、横浜で｢第4回横浜学生映画祭～横浜国際映像芸術
祭2005」、中国日本映像コンテンツ共同制作シンポジ
ウムを実施

22 アジアみらい
青年フォーラ
ム2005

中国
カンボジア
タイ
ベトナム
ミャンマー

05.09.03～
05.09.19

特定非営利活
動法人アジア
みらいネット
ワーク

タイ（チェンマイ）に日本、カンボジア、中国、ベト
ナム、ミャンマーなどの青年・学生が集い、アジアに
おける共通の課題（平和/環境/開発/HIV/貧困/国際
協力）をテーマにワークショップや施設・学校訪問、
交流事業等を行ない、若きリーダー育成を念頭に、ア
ジア共通の抱える課題を解決することを目的に実施

23 日中青少年近
未来社会創造
交流スクール
事業

中国 05.09.10～
05.09.16

特定非営利活
動法人日中環
境経済セン
ター

日本（静岡県）と中国の大学生12名による中国浙江省
杭州市内における6日間の近未来社会像づくり提案の
ための自主プログラムを主体とした合宿研修と、同提
案発表シンポジウムの開催。日中いずれも参加者は公
募により、環境問題や地球資源などのテーマで討議

市民青少年交流事業費



事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

24 日中ユース水
フォーラム
2005 札幌

中国 05.10.28～
05.10.29

特定非営利活
動法人日中新
世紀協会

日中の大学生による両国の水環境・水問題の合同
フォーラム。事前に課題を設定、調査過程をインター
ネットで情報交換し、フォーラムでは問題改善に向け
て討議・発表・フィールドワーク等を行なった。問題
を打開する斬新なアイデアを導き、水分野を越えた
様々な世界で次世代リーダーとなる人材育成につなげ
る。2004年の第1回北京開催を受けての実施

25 児童による平
和のでっかい
絵・メッセー
ジ交換交流事
業

インドネシア 05.05.01～
05.10.31

社団法人広島
青年会議所

被爆60年を迎える2005年、広島市の小学校の児童とイ
ンドネシア・南スラウェシ州の小学児童との間で、平
和をテーマにした教育機関、交流を図るため、「平和の
でっかい絵」交換により、平和の重要性を学び、その
成果をそれぞれにフィードバックすることを主眼とし
た。平和のイメージを作品（絵）にして、相手国にも
展示。双方の児童が相互に派遣・招へい。展示時期は
日本8月、インドネシア9～10月

26 東南アジア理
解講座

インドネシア
タイ
フィリピン
ベトナム
マレーシア
ミャンマー

05.10.01～
05.11.27

財団法人京都
府国際セン
ター

市民を対象とした、インドネシア、タイ、フィリピン、
ベトナム、ミャンマー、マレーシアに関する文化講座
の実施

27 「ロボテック
ワークショッ
プ」inシンガ
ポール2005

シンガポール 05.11.17～
05.11.21

芝浦工業大学 シンガポール在住の日本人およびシンガポールの子ど
もたちを対象に、芝浦工業大学オリジナルのミニロ
ボットの製作を通して「モノづくりの楽しさ」を体験
させた。シンガポールの要望に応えセミナーを開催し
た。セミナーは2日間開催され、芝浦工業大学電気工
学科教授の講演、ロボット製作、競技会等を実施

28 タイ・日本青
少年交流事業

タイ 05.04.01～
06.03.31

特定非営利活
動法人国際交
流の会とよな
か

タイの中学生・高校生を招へいして日本（大阪府）で
国際会議を開催した。また、日本の中学生・高校生を
タイへ派遣し、タイでも国際会議を開催。テーマは、

「平和と環境」。タイ・日本の青少年の交流を深め、国
際理解を促進

29 日タイ市民青
少年交流プロ
ジェクト「ア
ジア自然学
校」

タイ 05.06.01～
06.03.31

特定非営利活
動法人コミ
ネット協会

日本国内に在住する10代（13歳～19歳）を対象に、東
アジアの南北に位置する日本とタイでの環境教育ワー
クキャンプをとおして、より豊かな国際的感覚を、環
境という視点を取り込みながら醸成し、次代を担う感
性豊かな人材育成を目指す。帰国後に日本で10月に開
催される日タイ環境成果を教育フォーラムで報告

30 チェンマイ・
タイ青少年民
族舞踊団国際
理解普及事業

タイ 05.09.20～
05.10.12

特定非営利活
動法人プロ・
ワークス十和
田

タイの青少年民族舞踊団を招へいし、主に同舞踊団の
公演をとおして、青森、岩手県の小学生、中学生、高
校生と国際交流を行なった

市民青少年交流事業費



事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

31 ベトナムにお
ける日越大学
生交流イベン
ト、北部山岳
少数民族との
文化交流体験

ベトナム 06.03.07～
06.03.18

特定非営利活
動法人ICA文
化事業協会

日本の青少年と日本のNGO（ICA文化事業協会）がベ
トナムの山岳地帯に住む少数民族とスポーツ、民族ダ
ンスの交流をとおしてネットワークの拡大を図るとと
もにワークショップ、共同植林を実施

32 日本とモル
ディブの環
境・自然対話
プロジェクト

モルディブ 05.05.28～
06.03.18

対話プロジェ
クト

富山国際大学との協力により、両国の環境・自然教育
指導者と学生が、ITを活用した対話や、相互訪問によ
り、地球的規模の課題を共有し理解を深める事業。ま
た、訪問時に撮影した映像を使って環境・自然教育用
映像教材を作成し、それを活用して双方で活動

33 国際理解講座
「ひろしまア
ジア塾」開催
事業

全世界区分困
難

05.05.18～
06.03.01

財団法人ひろ
しま国際セン
ター

アジア・太平洋地域の政治・経済・文化・歴史等につ
いて大学教官等専門的な講師による定期的な講義・ゼ
ミを行なった。また、NGO・NPOの実務にふれ、NGO
活動を推進するリーダー的人材の育成を図った

２．催し等事業費 (5)市民青少年交流（助成）（中東）

日本と中東の市民・青少年の相互理解を促進するため、日本の団体が実施または参加する事業に対し、旅費の一部を助成
する。

合計額 3,173,000円

事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

１ イスラエル・
パレスチナ・
日本「平和を
つくる子ども
交流プロジェ
クト」

イスラエル
パレスチナ

05.07.29～
05.08.12

特定非営利活
動法人聖地の
こどもを支え
る会

イスラエル、パレスチナの高校生計10名を日本に招へ
いし、東京、広島、長崎で日本の高校生と「中東和平」、

「原爆と平和の問題」などについての討議を実施。在
京イスラエル大使館、パレスチナ代表部双方が後援

２ ピース・キッ
ズ・サッカー
2005

イスラエル
パレスチナ

05.08.17～
05.08.28

特定非営利活
動法人ピー
ス・キッズ・
サッカー

イスラエル、パレスチナの15歳前後の子供各6名を日
本に招へいし、日本の中高生と10日間の共同生活の中
でサッカー、それぞれの文化の紹介、ゲームを通した
異文化理解ワークショップを実施。日本での共同生活
により交流・対話を重ねることで多様な価値観を尊重
しあう姿勢を身に付けることを目指した

３ イスラエル・
パレスチナ・
日本の市民交
流事業～草の
根の活動から
みえる紛争地
の平和・人
権・健康

イスラエル 05.11.01～
05.11.15

特定非営利活
動法人日本国
際ボランティ
アセンター

（JVC）

人権と保健医療の視点から活動を続けるイスラエル・
パレスチナのNGOの関係者を日本に招へいし、市民や
学生が広く参加できるシンポジウム、交流会などを開
催。イスラエル・パレスチナ相互の信頼醸成にもつな
がる彼らの活動を日本社会にも紹介し、紛争地の人道
状況や平和を求める市民の声を日本で広く知ってもら
うとともに、平和・人権のために日本の市民が果たす
役割について共に考える機会を提供

市民青少年交流事業費



事業名 国 期間 助成対象者 事業内容

４ 日本とトルコ
で東西文化ほ
んもの体験プ
ログラム連携
事業

トルコ 05.10.21～
05.11.22

子どもの美術
教育をサポー
トする会

トルコの文化芸術教育普及に関わっている若い専門家
を日本に招へいし、滋賀県の小学校や地域での活動に
参加しながら、日本の子供たちにトルコの文化伝統を
紹介。その後、日本からの派遣も行ない、トルコの子
供たちと交流

２．催し等事業費 (6)異文化理解ワークショップ（中東）

中東諸国の歴史・文化・国際関係などに関する理解を促進するため、中東諸国の知識人や日本人専門家を講師に迎えた講
演会、ワークショップまたは連続講座を開講し、また、展示会を開催する。

合計額 10,909,364円

事業名 国 都市 会場 期間 共催者 事業内容

１ 中東・イス
ラーム理解セ
ミナー（宮城
県）

イラク 仙台市 せんだいメ
ディアテー
ク

05.07.05 宮城県/外務
省

日本国内の中東理解促進の
ため、在京イラク大使およ
び中東地域研究者により講
演会を実施

２ 中東・イス
ラーム理解セ
ミナー（埼玉
県）

イスラエル 浦和市 国際交流基
金日本語国
際センター

05.11.25 さいたま市/
埼玉県/外務
省

日本国内の中東理解促進の
ため、在京イスラエル大使
および中東地域研究者によ
る講演会を実施

３ 中東・イス
ラーム理解セ
ミナー（山口
県）

トルコ 山口市 ニューメ
ディアプラ
ザ山口

（NPY）

06.02.11 山口県国際交
流協会/日本
国際連合協会
/山口県/外務
省

日本国内の中東理解促進の
ため、在京トルコ大使およ
び中東地域研究者による講
演会を実施

４ 中東理解講座 中東地域区分
困難

東京 国際交流基
金国際会議
場
日本教育会
館

05.04.01～
06.03.31

－ 当該地域の社会・文化・芸
術等に関する基本的な知
識・情報を体系的に提供す
ることを目的として、一般
市民向け講座を実施

５ アラビアンナ
イト大博覧会

中東地域区分
困難

東京 国際交流基
金フォーラ
ム

05.12.22～
06.01.31

国立民族学博
物館

中東の社会・文化事情やそ
の歴史的背景についてのよ
り深い関心と正確な理解を
促すことを目的とした展覧
会、欧米・日本におけるア
ラビアンナイト物語の受容
と変容そして流用の具体例
を網羅的に展示。虚構と真
実の違いに焦点をあてなが
ら、中東イスラム世界の一
般的イメージと、そのイ
メージから読みとれる、と
くに日本における異文化認
識について検証

市民青少年交流事業費



２．催し等事業費 (7)異文化理解ワークショップ（AC）

アジア諸国の歴史・文化・国際関係などに関する理解を促進するため、アジア諸国の知識人や日本人専門家を講師に迎え、
講演会、ワークショップまたは連続講座を開講し、また、展示会を開催する。

合計額 31,052,805円

事業名 国 都市 会場 期間 事業内容

１ アジア理解講
座

アジア地域区
分困難

東京 国際交流基
金国際会議
場
日本教育会
館
U.S.エ
デュケー
ション・
ネットワー
ク

05.04.01～
06.03.31

アジア各国の社会・文化事情やその歴史的
背景などについてのより深い関心と正確な
理解を促し、かつ、当該地域の社会・文化・
芸術等に関する基本的な知識・情報を体系
的に提供することを目的として、一般市民
向け講座を実施

２ アジア理解講
座出版

アジア地域区
分困難

－ － 05.04.01～
06.03.31

アジア理解講座で行なわれた講義内容を
『異文化理解講座シリーズ』（山川出版社）
として書籍化。本年度はシリーズ第5巻

『「規範」からの離脱－中国同時代作家たち
の探索』を刊行

３ 第8回漫画展 アジア地域区
分困難

ソウル

マニラ

バンコク

ウボンラー
チャター
ニー

ニューデ
リー

上海

ジャカルタ

ソウル日本
文化セン
ターギャラ
リー
ショッピン
グセンター

「グリーン
ベルト３」
バンコク日
本文化セン
ターアート
スペース
ウボンラー
チャタニー
職業学校
ホール
ラリットカ
ラアカデ
ミー
上海劉海栗
美術館
日本文化セ
ンターギャ
ラリー

05.05.12～
05.05.25

05.06.02～
05.06.10

05.07.15～
05.08.13

05.08.19～
05.09.17

05.10.01～
05.10.28

05.11.22～
05.12.01

06.01.08～
06.01.27

平成15年度に開催した「第8回アジア漫画
展－生きがい」は平成15年度、16年度に国
内9都市およびマレーシアでの巡回が終了
したことから、平成17年度は韓国、フィリ
ピン、タイ、インド、中国、インドネシア
に巡回

市民青少年交流事業費



事業名 国 都市 会場 期間 事業内容

４ 第9回漫画展 アジア地域区
分困難

知立市

イポー

コタ・キナ
バル
クアラルン
プール
ジャカルタ

ニューデ
リー

知立市中央
公民館
ペラ州立図
書館
サバ博物館

国立図書館

日本文化セ
ンターギャ
ラリー
ラリットカ
ラアカデ
ミー

05.07.23～
05.07.31

05.09.05～
05.09.25

05.10.03～
05.11.01

05.11.15～
05.11.30

06.01.08～
06.01.27

06.03.30～
06.04.05

アジア各国の社会、文化、人々の暮らしな
どを紹介するため、第9回展では「アジアの
ＩＴ事情」をテーマにアジア8カ国（中国/
インド/インドネシア/日本/韓国/マレーシ
ア/フィリピン/タイ）の第一線で活躍中の
漫画家8名が諷刺、ユーモアを交え1コマ（あ
るいは数コマ）で描いた作品（計80点）を
平成16年度に引続き、国内１都市（愛知県
知立市）およびマレーシア、インドネシア、
インドに巡回

５ 第10回漫画展 アジア地域区
分困難

東京

長野県その
他

取手市

大阪市

徳島市

さいたま市

小平市

高梁市

国際交流基
金フォーラ
ム
上山田文化
会館ホワイ
エギャラ
リー
とりでア―
トギャラ
リー「きら
り」
大阪国際交
流協会ギャ
ラリー
徳島県立二
十一世紀館
多目的活動
室
さいたま市
立大宮図書
館展示ホー
ル
小平市民文
化会館ルネ
こだいら展
示室
高梁市吉備
川上ふれあ
い漫画美術
館

05.10.22～
05.11.11

05.11.20～
05.11.27

05.12.09～
05.12.18

06.01.07～
06.01.15

06.01.26～
06.02.05

06.02.14～
06.02.25

06.03.04～
06.03.09

06.03.18～
06.03.26

アジア各国の社会・文化・人々の暮らしな
どを紹介するため、第10回展では「アジア
の環境問題」をテーマにアジア10カ国（カ
ンボジア/中国/インド/インドネシア/日本
/韓国/マレーシア/フィリピン/タイ/ベト
ナム）の第一線で活躍中の漫画家が諷刺、
ユーモアを交えた1コマ（あるいは数コマ）
で描いた作品（計77点）を展示。第10回と
いう節目にあたることからアジアから4名
の漫画家を招待し、討論会、似顔絵プレゼ
ント会もあわせて開催。国内8都市での巡
回展を実施

市民青少年交流事業費



２．催し等事業費 (8)異文化理解ワークショップ

日本における異文化理解促進のため、公開講座や巡回展を実施する。
合計額 8,383,301円

事業名 国 都市 会場 期間 事業内容

１ 中南米理解講
座

米州地域区分
困難

東京 U.S.エ
デュケー
ション・
ネットワー
ク
国際交流基
金国際会議
場

05.04.01～
06.03.31

中南米諸国の社会・文化事情やその歴史的
背景などについてのより深い関心と正確な
理解を促し、かつ、当該地域の社会・文化・
芸術等に関する基本的な知識・情報を体系
的に提供することを目的として、一般市民
向け講座を実施

２ 大洋州理解講
座

オーストラリ
ア

東京 日本教育会
館

05.04.01～
06.03.31

大洋州諸国の社会・文化事情やその歴史的
背景などについてのより深い関心と正確な
理解を促し、かつ、当該地域の社会・文化・
芸術等に関する基本的な知識・情報を体系
的に提供することを目的として、一般市民
向け講座を実施

３ 東京大学 コ
リア・コロ
キュアム

韓国 東京 東京大学 05.04.01～
06.03.31

国内外の韓国・朝鮮に関する専門家を招き、
学生・市民に韓国・朝鮮に関する学問成果、
情報を提供

市民青少年交流事業費
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